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4．資　　料

　委26－1

　委26－2

委26－3

委26－4
　　1

委26－5

委26－6

委26－7

第26回宇宙開発委員会（定例会議）

　　議　　事　　要　　旨（集）

附和55年12月10日　（水）

午後2時～4時30分●・．

宇宙開業委二会会議室

昭和55年度1～2月期人工衛星打上げ計画に

ついて

第25回宇宙開発委員会（定例会議）

議事要き（案）

技術i武験衛星W型（ETS一】V）打上げ及び追

跡管制計画書（昭和56年1。2月期）

技術試験衛星W型（ETS』押）搭載実験用テ

ープレコーダの開発

技術試験衛星W型（ET’S－W）搭載マイクロ

波帯高出力ガリウムひ素電界効果トランジスタ

増幅器（FETA）について

パルス型プラズマエンジン空宙空間作動確認実

験

スキヤシ型地球センサの技術試駐衛星W型搭球

実験について

ρTT－5．00A型ロケット9号機による宇宙材

料実験について

　　　　一　、1　一

聾2．6－8　　TT－500A型ロケット8号機による宇宙材

　　　　　　　　料実験　　　　　　’

委26－9　　昭和55年度第2次観測ロケット実験計画概要

委26－10　　M－5S－2号機の実験

参考配布

　　陥和5’5年度1。2月期ロケット打上げ計画一覧

5．出席者
　宇宙開発委員会委員長代理

　　　　〃　　　委員

　　　　〃　　　　　　．　　〃

　　　　〃　’　　　　　　　〃

説明者

　宇宙開発事業団副理事長

　　　　〃　　　理事

　　　　〃　　　　　　　　倉

　　　　〃　　打上管制部長

　　　　〃　　追跡管制部長

　　　　〃　　．搭載電子装置開発グループ

　　　　　　　　　　　　　総括開発部員

　日本竃信電話公社槙須賀電気通信研究所

　　　　　　複合伝送部衛星通信装置研究釜長

　通商産業省工業技備院電子技術総合研究所
　　　　　　　　　　　　　　極限技術部長
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　科学技術庁航空宇宙技術研究所

　　　　　宇宙研究グル。一プ主任研究官

一宇宙開発事業団システム計画鄙次長

　科学技三二金属材料技術研究所

　　　　　材料強さ研究部第デ研究室長

　理化学研究所半導俸工学研究室研究員

　東京大学宇宙航空研究所教授

　　’〃　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　〃　　，

関係省庁職員等

科学技術庁研究調整局長

　　〃　　長官官房審議官

文部省学術国除局審議官

通商虚業省機械情報酷業局次長

〃　　工業技術院総務部長

運輸省気象庁総務部長

郵政省電波監理局藩議官

宇宙開発事業団システム計画面
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力
晃
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保

村
久

高　惰　仙之助

瀬　川　勇三郎

森　　　大吉郎

秋　業　錬二郎

勝　谷　　保

神　津　信　男

大　崎　　仁

（代理：横山）

小　長　暦・一

（代理：吉出）

箕　輪　　哲

（代理：高稿）

森　　　＝雅　史

（代理：山中）

三　浦　一　郎

（代理：三浦信）

炭電豊治

　事務局

　　科学獅噛研究纏局粘企鰍長　吉村暗滝
　　　　〃　　〃　宇宙国際誤長　　佐藤允克
　　　　〃　　　　〃　　宇宙開発課長　　　　高　木　宏　明

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　他

6．議　　事

　（1）　前回議事娑旨の確認

　　　第25回宇宙開発曲庇会（定例会譲）議箏要旨案（資料委

　　26－1）が確認された。

　史2♪陥和55年度1～2月期人工衛星打上げ計画につ．いて

　　d）宇宙開発薄弱団の鈴木春夫副理事長及び平木　一一

　　　理事より、資料26－2に基づき宇宙開発事業団の打上げ

　　　計画について説明が行われ、了承された。

　　　　なお、その際以下の質疑応答及び補足説明が行われた。

　　　（D　打上げ計画に関する質疑応答

斎藤：技術試験衛星IV型（ETS』W）の打上げにおいて、・米国

　　NASAから追跡管制の支援を受けるのかび．

胎川：ETS－IVは静止軌道に投入されないため、我が国の追跡

　　管制網のみによって十分対処できる。従って、米国NASA

　　に対し追跡管制の援助は依頼していない。　　　　　　　・

　　　㈹　ETS－IV捲載機器の実験に関する補足説明

　　　　　宇軍開発事業団の高比良　胎　搭載電子装置闘発グ

　　　　ループ総括開発部員、日本覧信電話公社横蜜：賀電気通信

4
｛’



●’

　研究所の工藤栄彦複合伝送都衛星通僧装置研究室長、通

　商産業省工業技術院電子技術総合研究所の甲山勝矢極限

　技術都長及び科学技術庁航空宇宙技術研究所の村上力　宇

　宙研究グループ主任研究官より、それぞれ資料委26－3、

，4、．5及び6に基づき、ETS－IV搭載機器の実験に関する

　補足説明が行われた。

qiρ　宇宙材料実験に関する補足説明　　　　　　　　　　，・

　　宇宙開発事業団の久保園晃　システム計画都次長、科学

　技術庁金属材料技術研究所の高．禰仙之助材料強さ研究部

　第二研究室長及び理化学研究所の瀬川勇三郎半導体工学

　研究室研究負より、資料委26－7及び8に基づき、TT－

　500Aロケット9号機による宇宙材料実籔についての補足

　説明及び昭和55年度8～9月期に行われたTT－500A

　ロケット8号機による宇宙材料実嵌についての甲間報告が行

　われたげ

②東京大学：宇宙航空研究所の森大吉郎教授及び秋築錬二郎

　教授よ：り、資料委26－9及び10に基づき東京大学宇宙航空

　研究所め打上け計画にらいて説明が行われ・以下の輩疑応答の

　のち、同計画が了承ざれた。

吉識lM－5S－1号機で生じた問題については・M－5S－2

　　号機においては所要の蘇善が施されているのか。

森：そのとおりである。
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